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令和2年度 岡三加藤文化振興財団助成金贈呈先の決定について 

公益財団法人 岡三加藤文化振興財団は、下記のとおり令和2年度助成金贈呈先を決定いたしまし

たのでお知らせいたします。尚、本年4月の「助成金授与式」は、社会情勢を鑑み、中止させていた

だきますのでご承知おきください。 

記 

 

公益財団法人 岡三加藤文化振興財団 

令和2年度助成金交付対象者および助成金 

 

１．三重県における科学技術に関する研究助成（助成額：１，１００万円）     ※敬称略 

助 成 金 交 付 先 助 成 内 容 
助成金 

（千円） 

三重大学医学部附属病院 
脳神経外科 

助教        藤本
ふじもと

 昌
まさ

志
し

 

くも膜下出血後の遅発性脳虚血に対するﾏﾄﾘｾﾙﾗｰ

蛋白を分子標的とした革新的診断法の開発 
1,000 

鈴鹿医療科学大学 薬学部 
 

教授       佐藤
さとう

 英
えい

介
すけ

 

ｴﾋﾟｼﾞｪﾈﾃｨｯｸｽを基盤とした細胞死制御による新しい

抗炎症法の開発 
1,000 

三重県畜産研究所 
家畜改良繁殖研究課 

主査研究員    石井
いしい

 利通
としみち

 

ｳｼ胚における妊娠認識物質ｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝ・ﾀｳの人為

的誘導手法の開発 
900 

鈴鹿工業高等専門学校 

教授       船越
ふなこし

 邦夫
くにお

 

ｾﾙﾛｰｽﾅﾉﾌｧｲﾊﾞー （CNF）懸濁液中での氷結晶の成

長・融解現象 
1,000 

三重大学医学部附属病院 
乳腺外科 

准教授       石飛
いしとび

 真人
まこと

 

術前化学療法後に乳房温存手術をうけた乳癌患者

の局所領域再発ﾘｽｸのﾉﾓｸﾞﾗﾑ作成 
500 

三重大学医学部附属病院 

看護師      石川
いしかわ

 武
たけ

雅
まさ

 

筋萎縮性側索硬化症患者への透明文字盤早期体

験によるｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ支援効果 
1,000 
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三重大学大学院 
生物資源学研究科 
資源循環学専攻 

修士1 年     草本
くさもと

 真実
ま み

 

日本産ｱﾗｹﾞｷｸﾗｹﾞの博物館標本を用いた分類学的

再検討 
400 

三重県保健環境研究所 
衛生研究室 

主幹研究員     矢野
や の

 拓
たく

弥
や

 

新しいｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ治療薬であるﾊﾞﾛｷｻﾋﾞﾙ ﾏﾙﾎﾞｷｼ

ﾙ薬剤耐性ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｨﾙｽの簡易迅速検出法の構

築に関する研究 
900 

三重県工業研究所 
金属研究室 

主任研究員    近藤
こんどう

 義
よし

大
ひろ

 

砂型積層造形装置を活用した砂型ガス抜き穴最適

化研究 
700 

三重県林業研究所 
林産研究課 

主任研究員      井上
いのうえ

 伸
しん

 

ﾊﾅﾋﾞﾗﾀｹ安定生産技術の開発 600 

防災科学技術研究所 
地震津波火山ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀ  ー

副センター長     高橋
たかはし

 成
なる

実
み

 

三重県尾鷲市における津波被害即時予測の研究・

瓦礫の評価 
1,000 

三重大学大学院工学研究科 

助教        晝
ひる

河
かわ

 政
まさ

希
き

 

組織工学的人工靱帯開発のためのｴﾗｽﾁﾝを用いた

靱帯細胞骨化誘導ﾓﾃﾞﾙの検討 
1,000 

三重大学大学院工学研究科 
機械工学専攻 

助教          高橋
たかはし

 護
まもる

 

秩序的渦構造に注目した花弁ﾉｽﾞﾙ噴流の混合特性

解明 
1,000 
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２．三重県における科学知識の普及啓発に関する助成（助成額：６０万円）    ※敬称略 

助 成 金 交 付 先 助 成 内 容 
助成金 

（千円） 

鈴鹿工業高等専門学校 電気電子工学科 

教授          辻
つじ

 琢人
たくと

 
ﾄﾞﾛｰﾝで楽しく学ぶﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ体験教室の実施 300 

三重県埋蔵文化財センター 

所長          上村
うえむら

 安生
やすお

 
実験考古学ｲﾍﾞﾝﾄ「まいぶん祭」 300 
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３．三重県における文化活動に関する助成（助成額：３４０万円）         ※敬称略 

助 成 金 交 付 先 助 成 内 容 
助成金 

（千円） 

劇団すがお 

代表       加藤
かとう

 武夫
たけお

 

劇団すがお創立60周年記念公演 
「長島一向一揆」 

300 

能楽小鼓方 大倉流 

十六世宗家   大倉
おおくら

 源
げん

次郎
じ ろ う

 
子ども能楽体験教室 1,000 

彼岸花映画祭実行委員会 

代表         田川
た が わ

 敏夫
と し お

 
第6 回彼岸花映画祭 in 津 500 

有限会社 KNOW-NOH 

観世流ｼﾃ方   観世
かんぜ

 喜
よし

正
まさ

 

伊勢神宮・外宮勾玉池舞台における奉納能及び  
皇学館大学能楽同好会への指導 

1,000 

半泥子と千歳山の会 

副代表       辻本
つじもと

 當
あたる

 
半泥子のﾜﾝﾀﾞー ﾗﾝﾄﾞ千歳山荘展 300 

（株）INANA ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽ  ゙

        稲葉
いなば

 寿
ひさ

美
み

 
朗読女子LUCE(ﾙｰﾁｪ) 300 

 

以 上 
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（ご参考） 

①  公益財団法人 岡三加藤文化振興財団について 

昭和 63(1988)年 4 月 4 日、岡三証券創業 65 周年を記念して創立。三重県民の福祉と文化の  

向上に貢献するため、三重県における科学技術に関する研究および施設の整備充実、科学技術の普及  

啓発、文化活動等に助成することを目的として、事業を展開しております。 

 

②  助成事業実績 

 
応募状況 助成金交付状況 

件数 金額 件数 金額 

第１回 

（昭和 63年度） 

 

41 

万円 

7,053.0 

 

12 

万円 

2,460. 

第２回 

（平成元年度） 

 

48 

 

7,929.0 

 

10 

 

2,460. 

第３回 

（平成２年度） 

 

66 

 

9,337.0 

 

22 

 

2,600. 

第４回 

（平成３年度） 

 

72 

 

11,652.0 

 

17 

 

2,700. 

第５回 

（平成４年度） 

 

60 

 

9,352.0 

 

21 

 

2,800. 

第６回 

（平成５年度） 

 

75 

 

11,254.0 

 

19 

 

3,980. 

第７回 

（平成６年度） 

 

80 

 

11,424.0 

 

19 

 

2,758. 

第８回 

（平成７年度） 

 

57 

 

6,297.0 

 

17 

 

1,500. 

第９回 

（平成８年度） 

 

42 

 

4,168.1 

 

9 

 

700. 

第 10 回 

（平成９年度） 

 

54 

 

5,739.5 

 

9 

 

700. 

第 11 回 

（平成 10 年度） 

 

38 

 

3,713.0 

 

8 

 

450. 

第 12 回 

（平成 11 年度） 

 

30 

 

3,199.0 

 

7 

 

450. 

第 13 回 

（平成 12 年度） 

 

41 

 

4,931.4 

 

11 

 

700. 

第 14 回 

（平成 13 年度） 

 

44 

 

4,581.5 

 

12 

 

700. 

第 15 回 

（平成 14 年度） 

 

62 

 

5,393.5 

 

13 

 

700. 

第 16 回 

（平成 15 年度） 

 

50 

 

4,840.0 

 

11 

 

700. 

第 17 回 

（平成 16 年度） 

 

55 

 

4,982.0 

 

13 

 

700. 

第 18 回 

（平成 17 年度） 

 

46 

 

4,829.0 

 

15 

 

850. 
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応募状況 助成金交付状況 

件数 金額 件数 金額 

第 19 回 

（平成 18 年度） 

 

47 

万円 

4,070.0 

 

17 

万円 

880. 

第 20 回 

（平成 19 年度） 

 

63 

 

5,757.0 

 

16 

   

830. 

第 21 回 

（平成 20 年度） 

 

52 

 

5,245.0 

 

19 

      

1,010. 

第 22 回 

（平成 21 年度） 

 

42 

 

3,405.0 

 

17 

 

910. 

第 23 回 

（平成 22 年度） 

 

48 

 

3,351.0 

 

16 

 

945. 

第 24 回 

（平成 23 年度） 

 

53 

 

4,051.0 

 

20 

 

990. 

第 25 回 

（平成 24 年度） 

 

  66 

 

   6,039.8 

 

19 

 

1,000. 

第 26 回 

（平成 25 年度） 

 

45 

 

3,147.0 

 

  19 

 

1,000. 

第 27 回 

（平成 26 年度） 

 

101 

 

7,416.0 

 

  24 

 

1,500. 

第 28 回 

（平成 27 年度） 

 

   94 

 

  7,766.0 

 

28 

 

2,000. 

第 29 回 

（平成 28 年度） 

 

   88 

 

  7,592.0 

 

28 

 

2,000. 

第 30 回 

（平成 29 年度） 

 

   87 

 

   7,801.3 

 

26 

 

2,000. 

第 31 回 

（平成 30 年度） 

 

   112 

 

   12,846.3 

 

34 

 

3,000. 

第 32 回 

（平成 31（2019）年度）

 

   81 

 

   7,397.8 

 

    27 

 

   2,000 

第 33 回 

（令和 2 年度） 

 

   90 

 

   7,710.3 

 

   21 

 

   1,500 

総計 576     49,473. 

 

以 上 

 


